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PASSIVE SIMULATOR 解説 

2013 年 4 月 

㈱暮らしエネルギー研究所 野池政宏 

 

動作環境、対象地域 

・このプログラムは Microsoft excel でつくられています 

・Microsoft excel 2010 以降のみで動きます 

・Microsoft Windows のみで動きます（Mac OS では動きません） 

・対象地域としては、４地域、５地域、６地域、７地域になります（新しい省エネ地域区

分として） 

 

入力の方法とポイント 

１．表紙（基本画面）への入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存して次に開いたときに邸名

が不明になることを防ぐための

メモ欄です。 

とくに計算結果に反映されるわ

けではありませんが、参考情報の

ひとつとして入力してください。 

評価物件の建設地がある地域区

分を選択します。ここで表示され

る都市の気象データを使って計

算されます。 

建物の4面が東-西-南-北に近い振

りの場合は 0°を、南東-南西-北

西-北東に近い場合は 45°を選び

ます。 

このボタンをクリックすると、暖

冷房や室温に関連する入力シー

トが開きます。 

このボタンをクリックすると、給

湯、照明、換気、家電、コンロに

関連する入力シートが開きます。 

このボタンをクリックすると、結

果の表示シートが開きます。 
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２．建物躯体性能の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙の「建物躯体性能の入力」をクリックすると上のような画面が現れます。 

まずは現況を入力するので、①が「Before」になっていることを確認してください。 

入力は②の「面積」→「断熱・暖冷房」→「窓」→「その他の設定」の順番に進めていき

ますが、初期画面は「面積」になっているはずです（上記画面が「面積」の画面です）。 

 

３．対象室の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

ここで「対象室」とは、「暖冷房のエネルギー消費量や温度

を知りたいエリア」というふうに理解してください。多く

の場合、現況（Before）の対象室は LDKになると思います。 

 

数値を入力する前に、まずは「対象室」「暖冷房を行う非対

象室」「暖冷房を行わない非対象室」に分けてください。 

 

数値の拾い方は、上の画面③を参考にしてください。基本

的な考え方として、「対象室で外気に面している部分」「対

象室で暖冷房を行なわない部屋に面している部分」「対象室

で暖冷房を行う部屋に面している部分」の面積を、壁、天

井、床に分けて算出することを目的としています。 

③ 
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なお、屋根断熱の場合や基礎断熱の場合は、画面に記載されている考え方を参照してくだ

さい。 

 

４．非対象室の入力 

 

 

 

 

 

 

５．窓面積の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単純に床面積を入力します。 

天井高の概数を入力します。最上階で勾配天井になっている場合

は、平均天井高を入力してください。 

外壁の長さを入力します。 

まずは間仕切り壁全体の長さを入力し、次に暖冷房室に接する長

さを入力します。 

対象室から上を見上げたときの数値を入力します。対象室が 2階

建ての 1階でも、下屋部分は「外気に面する天井」になります。 

対象室から下を見下げたときの数値を入力します。対象室が 2階

建ての 2階であれば、オーバーハング床は「外気に面する床」に

なります。 

非対象室とは「建物全体における対象室以外のエリアすべて」と

いう意味です。 

対象室と非対象室とが面する部分はすでに入力が済んでいるの

で、非対象室の外気に面する部分の数値を拾って入力すればよい

ことになります。 

方位面ごとに窓面積を入力します。 

まずはその方位にある全体（対象室＋非対象室）の

窓の数を入力してください。 

窓の戸数が入力されたら、入力欄がその数の分だけ

に変わります。 

対象室にある窓と非対象室にある窓に分け、「室切り

替え」のボタンでそれに合うように設定しながら、

部位・名称と面積を入力していきます。 

 

４つの方位がすべて入力できたら、現況（Before）

の面積に関する入力は終了です。 
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６．断熱・暖冷房の入力 

引き続き、Before で断熱や暖冷房に関する入力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「暖冷房時間の設定」をクリックすると、暖房と冷房のスケジュールを入力する画面が現

れます（上記画面）。住まい手にヒアリングして、妥当なスケジュールを決めて入力します。

なお、初期設定は住宅事業建築主の判断基準で使用されているスケジュールになっていま

す。ヒアリングができない段階なら、初期設定のままにしておくのが妥当でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断熱性能は熱貫流率を入力します。 

熱貫流率が計算できないとこのプログラム

は使いこなせませんので、そのスキルを身

に着けてください（事前に計算が必要なの

はほぼこれだけです）。 

とくに Beforeでは、無断熱や旧省エネ基準

レベルの断熱が多いはずなので、こうした

場合の部位別の熱貫流率について一覧表を

つくっておくと便利です。 

対象室の暖房や冷房の設定室温を推察して入力し

ます。断熱性能が悪い建物であるほど、暖房設定温

度は高く、冷房設定温度は低くなります。 

次に説明します。 

暖冷房の設備をそれぞれ選択します。 

画面右側のガイドを参考に、通

風レベルを入力します。 

入力項目として設定していますが、初期値

のままにしておいてください。 

画面右側のガイドを参考に、日当たりのレベルを入力

します。たとえば 0.3といった数値を入れても構いま

せん。 

※左側の欄の上に文字がありませんが、ここは「冬」

の文字が抜けています（ミスです）。 

床面積あたりの熱容量を入力します。一般的な住宅であれば 70～90 程

度、土壁の住宅なら 170程度になります。正確に入力したい場合には計

算が必要です。 
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次は機器の設定です。黄色になっているところが入力可能です。ペレットストーブや薪ス

トーブの機器効率はまだよくわからないため、変更しやすくしてあります。 

 

７．グラフを表示させてみる 

 

 

 

 

 

 

 

ここで一度グラフを表示させてみましょう。入力画面の右側のほうにある「グラフ表示」

をクリックすると、グラフが現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

季節と天候を変更したいときには、オレンジ色のプルダウンメニューから選択します。ま

た、「設定」ボタンでグラフの縦軸の幅を変更することもできます。 

なお、このグラフは「自然室温」を示しています。建物の性能や設計上の工夫の効果がわ

かりやすいと考えているためです。 

グラフ表示ボタン 表示させたい「季節と天候」

を選ぶボタン 

グラフ表示の軸を

設定するボタン 



6 

 

ここでいくつかの数値を変えて、グラフが変化することを確かめてみてください。このよ

うに、入力値を変えればサクサクとグラフや光熱費などの数値の変化を見ることができる

のがこのプログラムの大きな特徴です。 

 

８．熱負荷、1 次エネルギー消費量、光熱費の変化を見てみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに気づいておられると思いますが、入力画面の上部（動かない部分）には、様々な数

値が並んでいます（上記画面）。すぐ前にも述べたように、入力を変えればサクサクとこれ

らの数値が変化します。ここでその変化を確かめてみてください。 

 

９．窓の入力 

次は窓の入力です。入力画面の上部にある「窓」ボタンをクリックすると次のような画面

が現れます。 

 

 

 

 

 

 

ここでの作業は「U 値（熱貫流率）を手入力する」および「様々な設定をプルダウンメニ

ュー（オレンジ色の部分）から選択する」というだけです。この作業を 4 面にわたって行

えば、入力は終了です。 

なお、「内側の部材（夜間）」における「普通のカーテン／なし」は、「上下とも密閉されて

いないカーテンを設置／断熱性が向上する部材なし」という意味です。また、「外付けブラ

インド」は「すだれ」にも適用できます。 

 

 

 

 

年間に必要な暖房

熱量。 

年間の暖房 1次エ

ネルギー消費量。 

※単位は「MJ」の

間違いです。 

年間に必要な暖房

にかかる光熱費。 

年間に必要な冷房

熱量。 

年間の冷房 1次エ

ネルギー消費量。 

※単位は「MJ」の

間違いです。 

年間に必要な冷房

にかかる光熱費。 
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９．その他設定の入力 

次は「その他設定」について入力します。入力画面の上部（動かない部分）にあるボタン

をクリックして画面を表示させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは暖冷房期間の設定です（上記画面）。ここで設定方法について２つの選択肢を用意し

ていますが、とくに変更したいと思わないのであれば、初期値として選択されている「期

間平均気温で設定」のままにしておいてください（「開始日・終了日で設定」を選ぶにはか

なりの予備知識が必要です）。 

 

 

 

 

 

 

次はグラフ描写日（代表日）の設定です。これを選択するには一定の知識と理解が必要に

なるため、次の描写日を入力することをお勧めします。 

地域 季節 晴れの日 曇りの日 

４ 

冬 1月 20日 1月 14日 

夏 8月 19日 7月 30日 

５ 

冬 2月 18日 2月 8日 

夏 7月 26日 7月 30日 

６ 

冬 2月 7日 1月 30日 

夏 8月 9日 8月 12日 

７ 

冬 2月 6日 2月 8日 

夏 8月 14日 8月 8日 
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次はグラフの初期室温の入力です（上記画面）。室温グラフは 0 時時点での室温（初期室温）

だけを決め、そこからの自然室温として描写されます。そのための初期室温入力が上の画

面です。対象室の室温はわかりやすいと思いますが、非対象室はその判断が難しいと思い

ますので、次の表を参考に入力してください。なお、あくまでこの数値は推定値であり、

もっとも適切なのは実測に基づく数値を使うことです。 

  断熱レベルごとの非対象室の室温【℃】 

地域 無断熱 旧省エネ 新省エネ 
左右の中

間 

次世代省

エネ 

次世代を少し

上回る 

4 4 5 7 8.5 10 13 

5 4 5 7 8 9 10 

6 5 6 8 9 10 11 

7 6 9 11 13 13 14 

 

１０．提案（After）の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に提案（After）の内容を入力していきます。上記画面の「Before/After 切り替え」のボ

タンをクリックすることで、Before⇔After の切り替えができます。画面上部の左側の文字

が After に変化したことを確かめて入力を開始してください。 

なお、After の入力については、Before の流れや内容とまったく同じです。 
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１１．詳細設定の入力 

After の入力が終了したら、トップページ（表紙）に戻り、「詳細設定」ボタンをクリック

して該当画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次エネルギー換算係数および単位発熱量については、とくに変更の希望がない限り初期

値のままにしておいてください。光熱費単価については、地域における実数を調べて変更

することをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このボタンをクリックし
て、下の画面を表示させる。 
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１２．結果シートの確認 

トップページ（表紙）に戻り、「結果シート」ボタンをクリックしてその画面を表示させま

す。「冬・夏切替」のボタンで冬と夏の結果表示を切り替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


